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て

 

第

东

雛1
I

八

と
共
k
变
換
を
了
し
、
玆
に
松
坂
銀
礼
の
«
»
も
全
く 

跡
を
•絕
づ
に
至
れ
り
。
 

：

‘

•:
丨
■
第
五
章
：結
論

も
、
緖
倉
R
も
述
ベ
た
る
如
べ
、;:
:三
井
家
の
文
書
は
未
一 

だ
公
開
す
る
運
び
に
至
ら
ず
、
而
が
も
こ
の
論
文
の
範
.

岡
も
松
坂
銀
札
に
關
す
る
も
の
の
み
に
限
れ
る
も
の
な

:
+.
 

〉

る
が
、
紀
州
藩

)!
:
三
井
家
年
の
關
係
は
單
に
こ
れ
の
み|

! 

: 

.. 

. 

. 

, 
_

. 

,, 

. 

- 

.

.
い.
.
.
.
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二
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〉

に
限
ら
れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
極
め
て 

密
接
な
る
關
係
あ
る
も
の
に
し
て
、::
P
細
に
こ
れ
を
述 

ん
ゼ
す
れ
ば
f

御
用
金
、
_

そ
：の
：g
、
sl
金
、
御

_

藏
米
等
の
こ
ビ
迄
論
述
せ
ざ
る
ベ
か
ら

t
か

ぐ

て

はI

..

(

.

.
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.
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.
一

際
限
も
な
き
こ
ビ
な
れ
ば
®
に
鈒
礼S

こ
^
の
み
に
限
一

&
>
其
他
は
こ
れ
を
他
日
，の
研
究
に
胎
し
た
卜
。
只
茲

に
：

一

言
注
意
す
ベ
き
こ
^
は
こ
の
松
坂
報
礼
を
若
山礼

；；；

ど
混
同
し
て
論
せ
る
も
.の
多
々
ざ
あ
^V

し
こ
マ」

な
b
o

:

. 

. 

.

.
'
.
.
.
. 

: 

- 

. 

■ 

• 

•
. 

..

,
,乙
れ
火
な
る
觏
謬
に
し
て
殊
に
.松
坂
鋼
礼
は
普
通
の
藩

机
ド
異
な
り
之
.れ
.に
對
し
て

：

爲

替

組

な

り

、

三
，井
鈕
な 

ら
が
特
別
の
方
法
を
鞾
ル
て
遺
り
繰
A
せ
し
等
又
五
：ヶ 

國
共
通
融
通
を
針
る
等
、M

.

れ
.を
，他
の
諸
藩
礼
ミ
比
較 

對
照
す
れ
ば
火
に
趣
を
興
に
す
る
も
の
あ
^
^
而
し
て 

の
五
ヶ
國
融
通
は
松
玻
鈒
礼
し
て
特
筆
す
ベ
&
典
味 

あ
る
a
な
れ
ば
比
較
的
詳
說
し
た
る
次
第
な
り
。
.
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(
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共

産

主

義

の

經

濟

的

基

礎

に
就
て

(

上)

伊

.
藤

秀

一

M
a
r
x

が
.一
八
五
九
年
の
著
作「

經
濟
學
批
刺」

(zur 

Kritik 

der p>olitischen 

c
e
k
o
n
o
m
i
e
)

の
序
文
に
^
て 

彼
が
硏
究
の
指
南
*

(Leitfaden) 

e
な
れ
り
^

自
稱

す
る
所
の
唯
物
史
観
の
形
式
を
揭
げ
1
 

，「

人
類
は
彼
等
の
生
活
の
社
會
的
生
產
に
於
て
一
定 

の
、
必
然
的
の
、
彼
等
の
意
志
ょ
b
獨
立
し
た
各
關
係
、
 

即
ち
，，彼

等

の

物

質

的

生

產

力

の
：：

一
定
の
發
達
階
段
に
適 

應
す
る
生
爺
關
係
に
入
な
込
：む
o

吧
等
生
產
_
#>
の
總 

.和
は
酬
會
の
，經

濟

的

構

造

、
：，
即
ち
法
制

.上
及S

政
治
上 

の
出
層
建
築
の
.據
つ
て
以
つ
で
：立
ち
"
又

一

定
の
社
# 

的
意
識
形
態
が
之
に
適
應
す
る
：所
の
眞
實
の
碑
礎
を
形 

成

す

る

も

の

で

ぁ

る

。
，物
，質
的
生
活
の
生
產
方
法
は 

般
に
tt
#
的
、
政
治
的
、
：及
び
精
神
的
生
活
過
程
を
：條 

#
づ
.け
る
。j 

(vor-wort :s
'
』

5 > 

i
 言
a

、
_ 
更
に
又
.
 

;'
:「

：：r
の
社
會
組
織
は
總
ゅ
る
生
產
ヵ
が
其
の
組
織
內
に
，
 

於

て

餘

地

ぁ

る

限h
の
發
逯
を
爲
し
遂
ぐ
る
以
前
に
於 

て
決
し
て
*
複
す
る
事
な
く
、
.且
つ
ょ
り
高
度
の
新
生 

淹
關
係
は
其
の
も
の
ゝ
物
質
的
存
在
條
件
が
古
き
11
:
會 

の
胎
內
に
於
て
孵
化
せ
ら
れ
ざ
る
以
前
に
於
て
、
趴
し 

て
之
れ
に
取
つ
て
代
る
事
が
な
い
。J (s. 

5
6
〕

史
說
明

せ
る」

聯
の
句
は
普
ぐ
熟
知
せ
ら
る
、
所
で
あ
る
。
而 

し
て
此
は
實
にM
a
s

が
社
龠
進
化
考
察
の
根
蓝
で
あ 

つ
て
、
'其
の
唯
物
史
觀
の
公
式
は
又
直
ち
に
資
本
主
義 

へ
的
社
會
紐
織
の
批
評
乃
至
共
產
主
義
論
の
理
論
的
根
據 

を
な
す
も
の
で
あ
る
ヾ」

言
■ふ
事
が
出
來
るo 

:

凡
そ
此
の
公
式
の
說
く
所
に
.従
べ
ば
社
會
の
眞
の
® 

礎
は
經
濟
組
織
に
し
て
、
法
律
政
治
等
は
其
の
*
@
の 

上
に
_
成

，さ

れ

た

る

上

餍

建

築

に

1過
ぎ
ざ
る
も
の
て
あ 

〈

る
。
而
し
て
或
時
代
の
經
濟
鈕
織
と
は
必
中
其
の
時
の 

生
產
カ
發
達
の
程
度
に
逾
應
せ
る1

定
の
生
產
關
係
の 

總
和
で
.あ
る

。
斯
く
て
或
時
代
の
生
產
カ
の
發
雄
程
度 

が
其
の
睡
の
生
產
關
係
"
從

：つ

て

經

濟

龃

織

ビ

調

和

す 

る
限
り
K
於
て
.換
：言
せ
ば
其
の
經
濟
組
織
が
生
產
カ
め 

發

達

'0
た

め

好

適

の

，
關

係

に

：

在

る

限

り

に

於

.
て

何

等

問 

題

0
生
ず
る
事
な
き
も
、
生
產
：力
*
く
發
達
し
て
生
產 

M
.
f
の

適

合

破

れ

.、

從

來

生

產

カ

0
發
達
を
助
長
し 

來

6
し
社
會
.組
織

.が

却

て

之

：が

發

達

を

妨

害

す

る

0

笫

十

八

怨(

七
a
九)

錄
：

共
産
生
親
の
經
濟
的
桝
礎
に
就
弋

九
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〕

：
雜

：錄：
典

I

義
の
經
鄕 

繫
紳
ビ
な
る
に
及
ん
で
社
會
革
命
の
時
沏
錢
來
し
、
舊 

齟
纖
は：

代
つ
て
、
そ
の
發
達
せ
る
生
產
カ
に
適
應
す
る 

所

;0
^
11
#
組
織
が
出
現
す
^
の
re
*
る
。
併
し
一
tt 

會
組
織
は
，總
て
の
生
產
カ
が
其
中
で

'充
分
の
»
達
を
途 

げ
次
の
ft
會
の
準
猶
を
全
然
完
了
し
た
後
で
な
け
れ
ば 

決
し
て
崩
墩
す
る
事
な
く
、
從
つ
.て
新
し
き
社
會
組
織 

は「

其

の
物
質
的
存
在
倐
件
が
舊

».
#.
の
內
部
に
於
て
具 

形
せ
Vさ
.る
限
ら
決
し
て
發
現
ず
る
事
が
な
い
の
で
あ

.
さ
-て
近
世
資
本
主
義
經
»:
紐
織
の
特
徵
は
.產
業
革
命 

に
其
の
因
を
發
す
る
火
エ
業
の
著
る
し
き
發
達
で
あ 

.る.

而

し

て

Â
P

3
の
叙
出
の
理
論
に
從
へ
ば
、
此
の 

大
工
業
紐
織
の
下
に
於
け
る
生
產
ヵ
の
駿
達
の
度
八
ロ
が 

今
や
其
0 :
生
：產
ヵ
の
資
本
圭
，義
的
利
用
形
態
以
上
に
成 

長
し
過
ぎ
た
の
で
あ
る？

E
n
g
e
〗s

の
所
言
を
以
つ
て
す 

^
忧
？
古
產
階
級
の
指
揮
の
下
成
發
育
せ
る
生
產
ヵ

.:
; 

は
、
蒸
氣
及
び
新
な
る
機
械
が
舊
き
製
造
業
を
大
工
業

:

達

に
:：B
て 

翌

號

二

5 

に
、變

革

％

る
以
來
未
曾
有

.め

速

啟

：を

以

，
っ

て

未

#
有
0 

靡

度

に

迄

發

雜

し

た

。
併
し
：乍

ら

嘗

て

製

造

業

承

び

 ̂

の
影
響
の
.下
S

酸
に
露
せ
る
率
エ
が
、
同
業
組
合 

の
：封
建
的
繫
鑛
ミ
纖
執
ず
る

.：に
至
6
し
が
如

くV

.
大
工 

業
も
亦
、
其
0
充
分
：な

る

發

達

の

結

果
、
' 資
本
主
_
的 

生
*
方

法

が

自

ら

其

の

內
K
跼
蹐
す
.る
所
0
限
界
在
衝
丨 

突
す
る
に
至
つ

た
.
新
し
き
生
產
カ
は
之
れ
を
利
用
ず 

る
篇
：め
の
資
本
家
，的

形

德

に

對

し

旣

に

成

長

し

過

ぎ

た 

の

で

ぁ

る0
而

し

て

生

產

力̂
生

產

方

法

ど

の

間

の

此 

:

の
.矛

盾

は

人

間

の

頭

腦
.の
內
.に
：發

生

し

た

る

矛

盾

即

ち 

人
間
の
原
罪
す
神
の
正
義
、、

」

の
間
に
於
け
る
矛
盾
の
' 如 

き
も
.の
で
は
.な
く
、

寧
ろ
そ
は
：客
觀
的
の
'、
菩
々
の
外 

,界
.の
、
又
之
を
^
&
せ
る
其
人
自
身
の
意
志
又
は
行
動 

ょ
り
獨
立
せ
る
事
實
の
內
に
存
：在
す
る
。」
(Engels: 

H
e
r
r
n
w
u
g
e
n

 D

c;:hrings 

u
m
w

fulIzunp- 

der 

wissen- 

sdhaft*s, 

2
8
7
)

■斯
く
て
生
：產
カ
ヒ
生
產
方
法
と
の
矛
盾
碰
執
は
、

必

然
的
に
資
本
至
義
的
社
會
紐
織
の
崩
激
ヒ
肶
會
主
義
革 

命
の
到
來
を
蹲
く
も
の
で
ぁ
る
:°
即
^

所
謂
へ
ら
く 

「

斯
く
も
備
大
な
る
生
辩
手
段
及
び
交
姐
手
段
を
魔
法 

を
以
て
.
*起
せ
る
所
の
資
本
家
的
生
«
及
び
交
通
關 

德
、資
本
家
的
所
有
關
係
、近
世
資
本
家
的
社
會
は
、
恰 

も
彼
，：m
ら
呪
文
を
唱
へ
て
喚
び
寄
せ
た
る
下
界
の
力
を 

最
H十
や
統
御
し
能
は
ざ
る
に
至
れ
る
魔
術
師
の
如
き
も. 

の
て
ぁ
る
。
過
去
擻
十
年
の
間
エ
業
及
商
業
の
歷
史
は 

現
代
の
生
產
關
係
に
對
す
.る
有
產
階
級
及
彼
等
の
支
配
、
 

め
生
活
倐
件
な
る
所
有
關
係
に
對
す
る
現
代
の
生
產
ヵ. 

の
叛
逆
の
糜
史
に
他
な
ら
な
い
。
其
の
事
は
商
業
上
の 

^

^
が
其
の
迦
抑
的
&
來
に
依
つ
て
全
資
本
家
社
會
の 

存
花
を
脅
威
し
つ
\
ぁ
る
の
雄
®
を
示
せ
ば
足
る
パ
•
.
 

:
社
會
0
用

に

供

せ

ら

る

可

き

生

齑

ヵ

は

最

早

や

資

本

.
 

家
的
所
有
關
係
の
促
進
に
役
立
た
な
く
な
り
、
寧
ろ
其 

反
對
に
广
生
.產
ヵ
は
此
等
の
.關
係

に

對

し

餘

り

に

も

有 

カ
^
?な
り
、
却
て
此
れ
が
爲
め
.に
阻
害
せ
ら
る
V

に
至 

第
，十
八
港

(

七
四
一)

雜

錄
.；
共
産
主
義
の
經
濟
：

つ
た
。
而
し
て
此
等
の
.生
產
ヵ
.は

其

の

障

^

を

排

除

す
 

る
每
に
資
本
家
的
社
會
の
全
體
を
無
秩
序
に
陷
れ
資
本 

家
的
所
有
權
の
存
在
を
危
殆
に
.濒
せ
し
め
る
。
.資
本
家 

的
諸
關
係
は
之
れ
に
ょ
つ
.て
生
座
せ
ら
れ
た
る
富
を
包 

一
含
す
る
爲
め
に
は
餘

b
に
狹
隘
ど
な
つ
た
の
で
あ
るo 

有
產
階
級
が
そ
れ
を
以
つ
て
封
建
制
度
を
地
に
倒 

せ
る
-«
■
に
今
や
有
產
階
級
其
も
の
に
對
し
て
向
け
ら 

れ
れ
の
で
あ
る 

O
J ど

(
D
a
.
s
w
o
m
m
u

3.stische 

IVIan- 

ifest 

RevoIutions-Bibi

o-tllek. 

Nr. 

3 

s
.oo
}

更
に 

|
「

資
本
論」

中
有
名
な
る
左
の
一
句
は
之
れ
を
耍
約
し
て 

一
.日

く「

此
の
翁
中
換
言
す
れ
ば
少
數
資
本
家
に
依
る
：多 

數
資
本
家
の
收
奪
ぞ
提
携
し
て
勞
働
行
程
の
絕
ぇ
ず
璐 

|

大
す
る
規
模
に
於
け
る
協
業
的
形
態
科
學
の
意
識
的
な 

:■
る
技
術
的
應
用
、
土
地
の
野
割
的
利
用
、
勞
働
要
具
の
共 

.，同
的

に

の

み

便

用

し

得

る

勞

働

耍

具

へ

の

轉

化

、
街
.ら 

ゆ
る
生
.產
機
關
を
ば
結
合
的
社
會
的
勞
働
の
生
產
機
關
. 

S
し
て
.使
用
す
る
；W

に
*
く
其
節
約
、
各
國
民
が
世 

一
基
礎
U
就
て 

笫

五

號

r

r
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雜

.
錄
共
逄
主
雜
の
：經
濟
肋
菡
礎
1
1就
て 

第

艽

號

こ

三

界
市
場
の
綱
に
辂
ま
る
事
、
そ
れ
と
共
に
义
資
本
制
度
無
產
階
級
を
も
產
み
出
し
た
の
.
.で
あ
る
。(

D
a
s

 

^
0
9
,

 

の
闕
際
的
性
質
^
が
發
達
し
て
來
る
ク
斯
る
轉
形
行
程munistische 

Manifest, 

s. 

3
今
や
收
#
者
を
*^
緊
す 

の
有
ら
ゆ
る
利
益
を
橫
奪
獨
占
す
る
大
資
本
家
の
數
が
る
の
任
務
は
無
產
階
級
の
歷
史
的
使
命
で
あ
る
。
，時
期 

絕
ぇ
中
益
々
減
少
す
る
ビ
典
に
、
窮
乏
や
、
奴

隸

狀

態

至

る

や「

無
淹
階
級
は
.國
權
を
拿
握
し
生
產
手
段
を
先 

や
、
壞
颓
や
、
搾
収
な
^
の
最
は
益
令
增
大
し
て
來
る
パ

づ
國
有
に
移
し」

(Engels: 

H
e
r
r
n

 

E
u
g
e
n

 

D

f
 

ng. 

の
で
あ
る
。が
又
そ
れ
名
共
に
、
資
本
制
生
產
行
程
自
體SS. 

301 -2
)

茲
^
資
本
主
義
的
社
會
組
織
は
其
の
終
息 

の
機
#
に
依
つ
て
動
練
、
^
合
、翁
織
さ
る>*

、
絕
え
中
'
|を
吿
ぐ
る
.の
..で
あ
る
.。

增
員
し
つ
、
あ
る
勞
働
者
階
級
の
反
抗
が
增
進
す
る
。
 

ニ

資
本
獨
占
は
之
れ
^
共
に
ま
、た
其
も
^
に開花繁榮せ，

以
上
は

M
a
r
x

の
社
#
進
化
學
說
の
遞
調
の
上
に
述 

.
る
生
產
方
法
の
棟
梏
く
な
る
？
；生
產
機
關
の
*
中
S
勞
.；j

ベ
ら
れ
た
'る
資
本
主
義
的
社
會
組
織
崩
墩
の
徑
路
で
あ 

働
の
舭
會
化
ご
は
、
其
資
木
制
的
外
殼y」

—
致
し
難
き
る
。然
る
に
他
方
の
學
說
中
資
本
主
義
的
社
會 

.
點
に
到
達
す
る
0資
本
制
的
外
|殼
は
破
裂
す
る
、資
本
制
' 

制
度
ょ
り
共
産
主
義
的
社
會
へ
の
推
移
は
漸
進
的
に
行 

的
私
有
の
«
鐘

は

鳴

る

。

收

奪

者

は

收

锻

さ

れ

る

/°
>£
ー
 

は
る
、
に
非
ず
し

て

、

突
如
れ
る
飛
蹯
に
依
つ
て
遂
行 

(
M
a
r
x
:

 

D
a
s

 

KapitaL 

H
a
m
b
u
r
g
,

 

y 
7
200
高

帛

氏

.
さ
る
、
ど
の
，論
考
を
含
む
も
の
決
し
て
尠
な
か
ら
す
芒 

_

文

に

據

る

广

資

本

^

邮
|ー
71
,̂
- -
»

は
屢
々
主
張
せ
ら
る
\
所
で
あ
つ
て
、
殊
に
主
ビ
し
て 

有
流
階
級
は
®
に
自
ら
を
死
に
*
す
可
&
武
器
を
® 

B
o
i
s
c
h
e
w
i
s
m
u
s
k

依
つ
て
高
唱
^
ら
れ
た
る
軍
命
汾
無 

錬
す
る
の
み
な
ら
令
其
の
武
器
を
撖
ふ
可
き
人
々
即

ち

產

者

»
裁
：の
理
論
は
著
る
し
く
此
等
の
點
を
敷
衍
强
調

し
て
©
る
の
で
あ
る
。就
中M

a
r
x

が

一
八
七
五
年
五
月 

七
B
附B

r
a
c
k
e

に
宛
て

、
獨
逸
社
會
黨
のG

o
t
h
a

綱
領 

を
枇
評
し
ft
る
書
節
中「

資
本
主
義
的
社
會
ど
共
康
主 

.義
的
«:
會
0
間
に
は
ニ
ょ
>
他
へ
_
命
的
變
革
©
;時
期
：
 

橫
は
る
。
此
の
時
期
は
之
に
谪
應
せ
る
一
の
政
治
的
過 

渡
期
を
含
み
其
の
過
滩
期
0
_

家

は

本

命

的

無

產

者

獨 

裁
以
外
の
何
物
で
も
あ
b
得
な
い
。」

(
M
a
r
x
v
z
u
r

 

Kritik 

des 

Gotlhaer 

p
r
o
g
r
a
m
m
s
.

 

N
e
u
e

 

Zeit 

R

 

IX, 

1890/91 

所
載
。Diehl U. M

O
m
b
e
r
t
,

 A
u
s
g
e
w
.

 

Lesestacke.

td
d XII. 

SS. 

1
5
4
-
5
)

の
：一
句
は
隨
時 

H
F;f
J
せ
ら
-れ
深
く 

B
o
l
s
c
h
e
w
I
S
I
S

理
論
の
根
胳
S
な 

つ
て
居
る
の
で
あ
る
。併
し
乍
らM

a
r
x

の
體
系
に
於
て 

其
の
难
命
的
獨
裁
の
條
條
ど
其
の
社
會
迆
化
學
說
ぞ
は」 

決
し
て
矛
质
揃
素
す
る
も
の
に
非
す
ビ
は
又
等
し
く 

Bolschew.imus

の
主
張
す
る
耍
S
で
あ
る
°
何
^
な
れ

ば
凡
そM

arxisni

經
濟
學
說
の
吾
人
に
，敎
ゆ
る
所
に
侬 

れ
ば
、：：

假
令
革
命
的
無
產
者
獨
裁
の
政
治
的
形
態
を
以

て
すv

雖
も
一
社
會
R
於
け
.る
經
濟
上
の
必
然
的
發
展 

の
過
程
"

即

ち

例

へ

ば

未

だ

物

質

的

生

產

力

が

充

分

資 

本
主
義
的
に
發
達
せ
ざ
る
國
に
於
て
は
"
斯
の
如
き
發 

達
に
向
つ
て
の

必
然
的
過
程
を
毫
も
左
右
し
得
る
も

の
 

で
は
な
い
か
ら
，で
ぁ
.る
。
換
言
せ
ば
共
產
主
義
社
會
實 

現
の
根
本
倐
件
れ
る
經
濟
的
發
達
に
し
て
何
不
充
分
な 

り
マ」

せ
ば
、
無
產
者
獨
雜
の
實
現
の
み
に
て
は
未
だ
決 

し
て
共
産
，主
義
社
會
へ
の
第
一
步
を
印
し
た
る
も
の
て 

は
な
い
の
で
ぁ
る
。
唯
無
淹
者
の
:®
命
的
獨
裁
下
に
於 

て
斯
の
如
^
經
濟
的
發
達
が
著
，る
し

く

促
進
せ
ら
れ
、
 

.社
會
主
義
的
計
畫
が
ょ
h
容
易
に
實
行
せ
ら
れ
、
又
其 

の
下
に
於
て
の
.み

新

社

會

實

現

r

>對
す
る
總
ゅ
る
障
碍 

:

が
完
全
に
芟
除
せ
ら
れ
得
る
が
故
に
、
而
し
て
此
等
の 

任
務
を
荷
負
ふ
所
0
無

產

者

獅

.裁

自

ら

が

資

本

主

義

的 

國
家
ょ
り
共
產
主
義
社
會
へ
の
過
渡
期
に
於
け
る
必
然 

的
國
家
形
態
な
る
が
故
に
中
；張
せ
ら
る

、
の

で

ぁ

る

。
，
 

然
か
も
資
本
主
義
社
會
よ
b
共
產
主
義
社
會
へ
の
經
濟

笫
十
八
卷(

七
四
三)

雜
錄
典
產
主
義
の
經
濟
的
諶
礎
じ
斌
て

H



鮮
十
八
怨

(

七
四
四

)

挪
綠
典
産
主
義
の
經
濟
的
迤
礎
に
就
て

的
發
展
の
徑
路
は
依
然
た
る
も
の
ど
せ
ら
る

> c

W
C
1

— 

schewikl
の
領
釉L

g
i
n

が
無
產
者
獨
裁
の
現
狀
の
下 

K
命
且
つ
、
1
-
8家
資
本
主
_

へ
の
進
)1」

(

<
< 

Evolution 

iN
u
m Staatskautalis3us

:̂)

の
必
要
を
カ
說
し「

物
質 

.
的
、
經
濟
的
關
係
に
於
て
、
又
生
產
に
關
し
て
、
吾
 々

は
未
だ
社
會
主
義
の
入
口 (
>
T
a
r
J
に
も
達
し
て
居
な 

V
ミ
云
.ふ
事
、
及
び
未
だ
達
せ
ざ
る
入
口
を
經
由
し
て 

‘
な
け
れ
ば
社
#
主
義
：べ
_
達
す
る
^
が
出
來
な
ぃ
ど

云

ふ
f

は

極

め

て

明

瞭
. ^
办

る

。

」

s

勝

1|
が
 

.ncl;ea.:.POI:tik 

§d i
b
rew

ed
ir
ga
ag
en
..«

ie
-K
o-
V 

t
 

ITIBistische Interuationale No. 

17. 

S. S9. 

j
.̂
言

へ

る

が

如
き
は
言
简
な
れV

も
、
，誠
に
這
般
の
經
緯
を
說
明
せ

る
も
の
^
一
 K

ふ
可
ぎ
で
あ
.る
.。
.故
にM

a
u
t
n
e
r

が
其
の

'ホ
ル
シ
エ
ビ
ズ
ム
論
に
於
て

S

P

&日
に
ょ
ん
•!{
:

#

«

達
.の
階
段
を
四
に
分
ち
、
近
®
資
本
主
_
的

國

家(

第 

一
階
段)

に
次
ぐ
可
き
無
產
者
獨
裁
國
家(

第
ー
蔭
©
ー
 

,は
其
の
.社
#
經
濟
的
襁
释2

於V

ば
資
本
主
義
社
會
S 

. 

社
會
虫
義
II
:
會

5
混
銜
し
し
て
ノ
そ
は
往
逛
手
挺
狄
生

第

1
H

四 

產
物
か
國
家
の
手
‘に
移
動
す
る
の
時
期
な
^V

ど
し
、
0 

2
階
段
た
る
社
會
主
義
社
會
は
即
ちM

a
r
x

が
共
產
主 

籤
の
第
一
階
®

ミ
な
す
所
に
し
て
获
に
社
會
に
ょ
る
生 

產
手
段
の
所
有
f
生

產

の

管

理

，
行

は

，
れ

バ

尙

分

配

は

給
 

付
し
た
る

勞
働
量
に
從
っ
て
行
は
る
、
ご
い
ふ
資
本
家 

的
法
則

-0
殘
滓
を
ih
む
^
然
る
锬
に
共
產
主
_
の
最
高 

階
禅
即
ち
共
產
主
_
社

會(
「

各

人

は

其

の

能

力

に

應

じ 

て
各
人
に
其
の
欲
望
に
應
じ
て」

の
*
避
主
義
的
原
則 

行
は
る)

に
到
達
す
^
解
說
し
て
居
る
の
で
あ

るo 

(
Mautner.

. 

D
e
r

 

BOJSChewismus. 

S. 

2
0
6
)

:'
'
.資

本

主

義

社

會

ょ

-
^
與

產

主

義

ft
會
に
至
る
經
濟
的 

推
移
に
關
す
る
叙
上

0
見
解
は
.夙

に

L
ea.
n
の
名
藉 

「
國
家VJ

軍
命J

t
s
t
a
a
a
n
d

 Revolution
)

に
於
て
靦
次 

る
、
所
で
あ
る
。
何

^
,な
れ
ば
其
の
一
章
r
li
l
家
消
滅 

の
經
濟
的
3i
礎」

.(

u
i
e 

wirtschafachcn 

Grundia

crq
e
n

. 

iur 

das 

Absterben 
des 

S
t
a
a
t
V

 
を

*
ぶ
る
こ
；
 ̂つ 

て
"
先

づ

「

資
本
主
義
ょ
り
共
&
主
義
へ
の
®

^」

な

る
項
の
卞
に

1$
び
無

.藤
者

_

.
栽

.の
，
意

義

を

鮮

明

に

故

^

日
く
、

「
M
a
r
x

の

全

學

說

は

近

世

資

本

主

義

に

對
 

し

、

：

順

次

共

產

主

義

9
第

-
:階
梯

、

：

典

產

生

義

の

ょ

>
 

す

る

最

も

徹

底

的

な

最

も

完

成

せ

る

最

も

熟

慮

^
赏

怂
 

.高
き

隙

梯

へ

S
項

を

分

も

.て
論

及

：せ

る

興

の

意

圖

の

存

.
る

且

つ

最

も

內

容

豐

富

な

る

形

式

に

於

け

る

進

化

學

說
 

す

る

所

極

46
て

明

0

で

あ

る

か

ら

で

*'
る

。

.而
し
て
無
の
適
用
で
あ
る
。從
つ
て

M
a
r
x

に

ど

つ

て

は

此

理

論
 

產

卷

»

裁

の

下

に

經

濟

的

#

«
は

: ^
何

に

助

長

促

進

せ

.j

を

資

本

ま

義

の

來

る

可

き

壤

滅

ビ

共

產

主

義

の

將

來

の
 

ら

る

V
か

の

問

題

は

姑

ぐ

後

日

0

考

察

に

讓

ゥ

，

然

ら

(
|

發

展

皮

の

兩

者

に

適

用

す

る

の

問

題

を

生

じ

た

の

は

ぬ
 

ば

各

共

產

主

義

の

ニ

階

梯

は

如

：何

に

猶

移

し

少

く

乎

>

1

然

で

ぁ

る

。

」
(
L
e
n
i
n
;

 

S
t
a
a
t

 

u
n
d

 

R
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 

s
.

 

7
5
)

 

其

の

隙

涕

の

下

に

人

類

の

經

_

的

生

活

は

如

何

に

成

シ

-.
:
|
然

ら

ば

共

產

主

籤

の

.胳

來

の

發

股

は

如

何

な

る

事

實

の
 

ゆ

く

で

*

ら

ぅ

乎

パ

私

は

以

下

L
e
a
n
:
:

の

鹚

く

が

ま

>
1

®

礎

の

上

に

置

か

れ

得

る

乎

。

「

そ

は

芷

に

此

の

發

屁
 

に

M
a
r
x

の

奴

詔

に

逆

り

、
，
觅

(-
;
前

者

の

祖

述

す

る

所

|

が

資

本

主

義

の

中

に

其

の

起

源

を

持

つ

て

©

る

€

い
ふ 

に

倾

聽

し

つ

ゝ

其

の

大

«
を

s

i

瓜

ふ

の

で

あ

：

j

事

、

歷

.史
的

に

資

本

主

義

か

ら

發

逄

す

る

ど

い

ふ

事

、

B

「

ー
果
で
ぁ
る
^
ぃ
ふ
事
で
ぁ
る
り
客
叫
只
に
於
て
は
ユ
一
ト 

凡

そM
a
r
x

の

)1
1

會
進
化
學
說
を
以
つ
て
資
本
生
義
ビ
ァ
を
揑
造
し
て
知

b
能
は
ざ
る
事
を

徒
ら
に
推
測
す 

的

社
#
1!
織
崩
壞
の
.徑

路

を

說

明

し

得

る

も
0
ミ

す

れ

;
る
如
き
，企
て
の
片
影
も
な
い
。斯
々
の
原
因
が
存
在
し
、
 

ば
、次

：：

ぃ
で
來
る
可
き
共
產
主
義
社
會
の
經
過
も
亦
右
而
し
て
斯
々
の
方
向
に
變
化
す
る
ミ
ぃ
ふ
事
を
知
つ
て 

擧
說
に
從
つ
•て
の
み
究
明
し
#
ら

る

、
の

理

で

ぁ

る

。

居

る®
合
に
、
か
の
博
物
學
者
が
例
へ
ば
新
し
き
生
物 

■浓
十

八

卷(

七
四
五)

雜

錄

共

證

義

の

經

濟

慈

礎

に

就

て

 

|
_
號 

ー
ニ
'3
£



第
十
八
卷
.(

七
四
六)

雑錄共產主義吵經濟的趣礎

I:
就
て 

.

浓
：士
：贼

r
r、 

の
變
種
を
：収

扱

ふ

が

如

く

に

.

M
a
r
x

は
典
產
主
義
の
問
.
の
意
味
に
ど
る
な
ら
ば
、
組
合
勞
働
の
產
勿
は
1|
:
會
的 

題
を
取
扱
つ
て
居
る
.0
v
:*
^

uo
c
::
s
*
n
d
a
:
s
s

、$

生
產
物
の
總
il
t
で
あ
る
。」

此
の
生
淹
物
の
f
fii
i
炉
ら 

.

.
先
づ
:r
h
ハ
產
主
義
の
笫
一
階
梯
を—

考
察
し
樣
ぅ
。

.

次
の
も
の
が
控
除
せ
ら
る
、
。

「

第
一
、
®

m
さ
れ
た 

.
K
に

L

I
の
指
摘
す
る
如
く 

(
L
s
i
n
;

 

a,a. 0
.

る
生
產
用
具
の
補
充
部
分
。
第
二
、
生
產
搬
張
の
爲
に

要
す
る
附
加
的
部
分
。
第
三
"
諸
種
の
災
维
：

T

天
災
地 

變
等
に
依
る
生
產
の
混
亂
等
に
對
す
る
豫
備
積
立
金
若 

く
は
保
險
積
立
金
。
：
：「

勞
働
金
產
物」

の
中
か
ら 

是
等
を
控
除
す
る
事
は
經
濟
的
必
須
で
あ
る
。
そ
し
て 

其
の
最
は
现
存
の
生
產
用
具
^
生
產
ヵ
に
依
つ
て
、
夂 

一
部
分
は
蓋
然
性
の
測
定
に
依
つ
て
決
定
す
る
可
き
で 

:

あ
つ
て
、
決
し
て
公
正
の
觀
念
か
ら
訝
箅
せ
ら
れ
な
い 

の
で
あ
る
O
J (

M
a
r
x
:

 Z
u
r

 ICritik. a. 

a. 

p S. 

1
4
2
)

»*
く
て
全
產
物
中
の
他
の
殘
部
が
消
费
の
用
に
供
せ
ら 

る
可
き
も
の
せ
ら
る
，

0

「

哪
し
此
れ
が
剧
人
切

.
, 

分
配
せ
ら
る
、
以
前
に

.
W

び
次
の
も
の
が
控
除
せ
ら
る 

、
の
で
あ
る
。
第

j

生
產
に

M

せ
ざ
る
一
般
行
政
数 

用
、
此
の
部
分
は
固
よ
り
今
日
の
社
#
に
比
較
し
て
著

る
し
く
制
限
さ
れ
、
新
社
#
の
發
達
の
程
度
に
伴
ふ
て
' 
今
や
消
減
す
る
。(

e
bls
d
a
, 

S. 
143)

益
減
少
す
る
だ
ら
ぅ
。
第
一
一
、®
種
の
欲
望
に
對
す
る
典
生
產
手
段
典
有
の
上
に
打
建V
ら
れ
た
る
組
合
社
會 

■
同
的
充
见
に
向
け
ら
る
V

部
分
"
例
へ
ば
學
校
、
衞
生
設
の
內
部
に
於
て
生
產
者
は
彼
等
の
生
產
物
を
交
換
し
な 

-備
等
の
©
用
、
：此
の
部
分
は
固
ょ
：̂
今
日
0*
社
#
に

於

- -
い
。
生
產
物
の
上
に
费
3
れ
れ
る
勞
働
は
茲
で
は
生
產 

け
る
よ
り
も
著
る
し
く
大
，で
；あ
る
。
そ
し
て
新
社
會
の
物
：の
偾
値
^
し
て
、
即
ち
其
の
生
齑
物
の
布
ゆ
る
物
的 

發
達
の
：程
度
に
應
じ
て：

增
加
す
る
«
'第
三
、
.勞
働
不
能
'

:性
質
^
し
て
は
现
は
れ
な
い
。
何
ビ
な
れ
ば
»
ホ
主
_ 

者
等
に
'對
す
る
跋
金
、：，'即
ち
今
日
の
所
謂
贫
民
救
助
ft
社
會
ど
異
f

.
個
人
の
勞
働
は
最
早
や
間
接
に
存
在 

に
Ji
.す
る
：も
の
。
.
•：
今

や

始

め

て

我

々

は

、

ラ
サ
ー

.|

し
て
居
る
の
で
は
な
く
て
、
直
接
に
總
勞
働
總
跫
の
* 

:ル
派
の
影
響
を
受
け
;^
綱
^
か
愚
&
に
も
唯
之
れ
の
，み

I

成
部
分
を
形
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
今
日
で
す
ら
瞹
昧 

を
其
‘の
視
野
に
置
け
る
分
配
"
即
ち
社
會
の
個
々
の
生
：I .

な
る
語
義
の
故
に
批
雛
せ
ら
る
>「

勞
働
の
產
物J

な
る 

產
者
の
間
に
分
配
さ
ろ
パ
,\
所
:0
沿
«
物
の
部
分
に
到
達
.，
~

喪
失
す
る
の
で
あ
る
。
 

し
れ
.の
で
あ
る
。
.
1私
|
の̂
資
格
^
し
て
.の
注
產
者
か
ーM

a
r
x

は
語
を
繼
い
で
云
ふ
。

ら
取
尜
：ら
れ
た
も
の
が
、:.
'
假
今
、
社
#
の4,

員
れ
石
資

「

我
々
が
茲
に
論
題
ご
し
つ
、
あ
る
も
の
は
、
自
己 

格
S
む
.て
の
彼
に
.對
し
で>
_■
»

接

又

ば

間

接

に

利

益

を

獨

特

の

®

礎

か

ら

發

達

し

れ

る
も
の
ビ
し
て
の
共
產
主 

，
與

ふ

るw

し
て
も
、「

勢
働
の
全
產
物
，

」

.は
最
早
や
明
に
::
:
義
社
會
で
は
な
く
て
"
其
の
反
對
に
今
、
芷
に
資
本
主 

.
其

の「
I

部
分J

に
變
化
し
：た
。

VV.「

勞
働
の
蚤
產
物」

:

義
社
會
か
ら
生
れ
る
も
の
ビ
し
て
の
共
產
主
義
社
會
で 

::

な
るI
I
，

消
滅
し
た
樣
に
又「

勞
働
の
產
物」

な
る
_語
も

.

あ
る
。
故
に
其
の
社
會
は
經
濟
的"

道
德
的
、
智
識
的 

V
:

第

十

八

膝(

七四七

〕

雜
錄
典
璧
親
の
經
濟
嬰
礎
じ
就
て

 

0
0 

一二

,

S
.CO
3
參
照
マ
客
爲
は
を
の「

ゴ
ォ
タ
綱g

批
評
文」 

出

尤

於

て

ノ

勞

働

考

は

祉

會

主

義

の

下

に
：；「

勞

働

の

：
全
產
ダ 

物」
(sverklirzte Arbeitsertrag〕

を
受
取
る
マ
し
言
、 

.るLassalle

の
見
*
を
®

W
す
る
:0
而
し
て「

勞
働
の 

全
產
物
を
勞
働
者
に」

ど
.言
Iふ
が
如
き
[i
f
味
な
る
辭
句 

;;
^
排
し
て
ヽ
祉
會
主
義
的
社
會
ば
經
濟
士
如
何
に
處
理
.-
:
 

せ
ら

る
、
や
に
就
い
て
の
合
酒
的
分
析
を
與
へ
ん
ど
す 

る
.。！1
へ
ら
く【「

社
會
:0
:全
圓」

ど
言
ひ「

平
等
の
權
利」 

€
云
ふ
ば
跟
に
文
飾
で
ぁ
る
に
過
ぎ
な
い
：。
，其
の
眼
目
-
 

は 

:1
[
ハ̂

虫
義
社
#
に
^
て
各
勢
#
者
は
C
袋
1
0の
所 

_ .l
i
「

勞
働
の
全
產
物」

：を
受
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
マ」

い 

.
ふ
»
に
存
す
る
。
3
て
若
し
も
此
の〗

：.

「

勞
働
の
產
物」 

s Ar
b
e
i
t
s
e
r
t
r
a
g
)

な
る
語
を 

p
r
o
d
u
k
t
s

 

d
e
r

 

A
r
b
e
i
t
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第沉號，

ニ

1

八

總
ゆ
る
點
R
於
て
、
猶
、
：其
の
胎
內
ょ
り
生
れ
出
で
た 

る
.舊
社
會
の

母

斑

を

北

め

て

居

る

：

0:
從

つ

て

個

々
の
生 

產
者
は——
前
記
の
控
除
の
後——

彼
が
社
會
に
與
ぺ 

た
•た
け
の
も
の
を
芷
碰
に
囘
收
、す
る
0
彼
が
社
#

I
與 

へ
た
る
も
の
は
彼
の
個
人
伽
勞
働
量
で
ぁ
る
。
之
を
例 

:示
す
れ
ば
社
會
の
總
勞
働
時
間
は
個
人
的
勞
働
時
間
の
.
 

總
社&

ら
成
立
つ
。
各
生
谎
者
の
個
人
的
勞
働
時
間
ど
'
 

は
社
會
の
總
勞
働
時
間
中
彼
に
ょ
つ
て
寄
與
せ
ら
れ
た 

る
部
分
、
即
ち
總
勞
働
時
間
に
於
け
る
彼
の
持
分
で
ぁ 

る
。
彼

は(

興

の

勞

働

の

中

か

.ら
共
同
的
積
立
金
に
對 

す
る
分
を
控
除
せ
ら
れ
:^
る
後)

斯
々
の
勞
働
を
寄
與 

し
为
;̂
:
い
ふ
證
臀
を
祉
會
か
：ら
受
取
り
？
彼
は
其
の
證 

-

書
を
以
て
"
消
費
物
の
趣
同
倉
康
：

か
：：

ら
向
量
の
勞
働
に；

一
 

匹
敵
す
る
だ
け
の
も
:0
を
引
出
す
の
で
ぁ
る
。
el
l
ち
彼 

は

--
の
形
に
淤
て
社
會
に
與
へ
た
る
勞
働
の
同
遨
を
、 

他
の
形
に
於
て
囘
收
す
る
'。し(ebenda. 

S. 

1
4
4
)

そ
は 

正
に
外
®
上
平
等
の
支
配
す
る
社
會
で
あ
る
。

「

併
し

乍
ら
若
し
もLassalle

が
斯
の
如
き
)1
1:
畲
秩
序(

一
般 

に
社
會
主
義
ど
稱
ば
れ
に
ょ
つ
て
共
產
主
義
の 

第

1

階
梯
ど
名
付
け
ら
れ
た
る
も
の〕

を
目
標
ミ
し
* 

此
れ
を
以
つ
て
芷
當
な
る
分
配
即
ち「

勞
働
產
物
の
等 

悬
に
對
す
る
平
等
の
權
利」

を
袁
味
す
る

も
の
で
あ
る 

ビ
言
ふ
な
ら
ば
"
叨
に
彼
の
誤
膠
で
あ
る
。
而
し
て 

M
a
r
x

は
此
の
H1
II
を
奴
项
■し
て
居
る
の
で
あ
る
o」

ど
。
 

(ILenln : 

p 

w
. 

o 

g. 

f
e
w

 

四

' M
a
r
x

は
：言
ふ
前
記
典
產
主
義
の
第
一
階
梯
に
於
て 

は
、
そ
れ
が
等
.價
の
交
換
で
あ
る
限
り
に
於
て
、
明
か 

k
商
品
交
換
を
'統
制
す
る
ざ
同
一
の
原
則
が
行
は
れ
て 

居
る
。
成
る
程
內
綷
ど
形
式
は
變
化
し
て
居
る
。
何
S 

な
れ
ば
®
化
せ
る
事

情
.
の

下
に
於
て
、
何
人
も
构

己
の 

勞
働
以
外
の
何
物
も
與
へ(

る
謝
が
出
來
ず
ヽ
又
他
方
に 

於
て
個
々
の
消
«
物
以
外
の
何
«/
も
個
人
の
所
翁
€
な 

4
得
な
い
か
ら

で

あ

る

。

併
し
、
個
冷
の

i!
5
t

物
が
個

!i!!

 々
'の
滑
®

^
の
間
に
分
_
配
さ
る
\
範
閲
內
に
於
て
、
等 

一
,«
商
品
の
：交
換
に
於
け
る
ざ
：同
H
の
原
則
が
行
は
る
、 

の
で
ぁ
る
ノ

旣
に
述
ベ
た
る
が
如
ぐ
茲
で
はp 

一
 

S
 

:

に
於
'け
る
同
量
の
勞
働
坤
他
の
形
式
に
於
げ
る
同
量
の 

勞
働
ど
交
換
せ
ら
れ
る
。

「

故
に
平
等
の
權
利
.

(

即
ち 

ブ
^
ジ
ョ
ア

的
權
利)

は
猶
ほ
原
則
マ
し
な
っ
て
屉
る
°
| 1 

其
處
で
ば
、

M
II
J

ど
實
際
ミ

は

.
最

早

や

相

互

に

硇

執
す 

.る
事
な
く
"
同
時
に
又
、
：商
品
交
換
に
於
け
る
等
«
の
、
 

.交
換
は
個
別
的
に
存
在
せ
f

し
て
、
平
均
的
に
0
み
行 

は
れ
る
。
•さ
：れ
^
、
此
0
進
步
に
も
拘
ら
す
，
平
等
の 

樺
刺
な
る
者
は
：未
だ
ズ
ル
ジ
ヨ
ア
的
限
^
を
脫
し
な 

い
。
生
產
者
の
權
.利
は
彼
の
勢
侧
給
付
に
比
例
す
な
U
 

_
4.
^
は

牛

等
の
尺
度
加
ち

^

働

で

测
足
さ
れ
る
？
い
ふ 

»
に
存
す
る」

。(
M
a
r
x
:

 

a. 

a. 

p SS. 

I
4
4
-
T
4
C

 

斯

く
il
:
:
平
等
の
#
利

は
總
ゆ
ろ
權

利
s
同
様
に
' 
不 

，

等
^
豫

想

す

るも
の
で
ぁ
る
。
總
ゆ
る
«
利
の
竟
廉 

す
る
所

は

實

際

上
同

質

で

も

な

:

同

等

でも
な
い
.異

つ
た
人
々
に
、
同
一
の
準
繩
を
適
用
す
る
ビ
い
ふ
事
で 

あ
る
。
故
に
取
等
の
權
刺
な
る
も
の
は
、
實
は
平
等
の 

侵
犯
で
あ
0
、
且
つ
不
正
で
あ
る
。
即
ち
日
く
、r

或
者 

は
肉
®
的
に
も
精
神
的
に
も
他
の
者
ょ
り
優
越
し
て
居 

る
。其
れ
故
同
時
間
內
に
ょ
ヅ
參
く

働
く
事
が
出
來
、或 

:■
■は
ょ
6
長

い

時

間

中
働
く
事
が
出
來
る
.。
.

：

然
る
に
勞
靜 

を
以
て
尺
度
ビ
な
す
爲
め
に
は
、
，其
.の
延
長
ど
强
度
に 

依
つ
て
決
觉
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
然
ら
ざ
れ 

ば
尺
度
ヾ」

し
て
役
立
た
な
い
。
故
に
平
等
の
權
利
ご
は 

.

實
は
不
平
等
な
る
勞
働
に
對
す
る
不
平
等
な
る
權
聊
で 

あ
る

。兹
：で
は
總
て
の
者
が
勞
働
者
で
あ
る
か
ら
i
隊
級 

の
差
別
は
存
在
し
な
い
が
、
自
然
的
#
權
ぞ
し
て
の
不 

平
等
な
る
個
人
的
.天
禀
從：

つ
て
又
不
平
^
な
る
«
f?
f/
g
.
 

力
が
暗
默
裡
に
承
認
さ
れ
て
居
る
。
故
に
弔
等
0-
權
刹 

は
其
の
内
容
か
ら
云
へ
ば
總
ゆ
る
權
利W

同
樣
、

一
の 

不
平
等
な
る
權
利
で
あ
るC

凡
そ
權
利
な
る
b
の
は
其 

の
本
質
上
、
⑶

一
の
尺
度
0

»
用

に

於

.て

の

み

存

布

す

第
f
A卷

(

七
吆
九

)

.雜

錄
：：：：

典
產
生
義0經
濟
的
基
趣
に
就
て

第
宄
铖

n

s
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雜
錄
共
産
主
義
の
經
掰
的
•寒
碰
に
就
て 

望
鱗 

一
3
0
 

る
。然
る
に
不
平
等
な
る
個
人
は(

同
一
人
に
非
ざ
る

限

し
て

、
K

の
必
要
ご
す
る
：消
«
:財
0
分
配
を
受
ヾ
る
S 

>

不
砥
等
で
あ
る
か
ら)

同
_
1の
視
®
の
下
に
，置

か

れ

い

ふ

制

度

の

存

す

る

限

ぅ

、

尙

>
不

平

等

ど

不
]£
は

免 

る
時
、
即
ち
或
一
定
の
方
面
か
ら
舰
察
さ
る
、
限
り
に
.

れ
雛
し
ビ
はM

a
r
x

の
確
信
す
る
所
で
あ
る
？
故
に
共 

於
て
の
み
平
等
の
尺
度
で
測
定
せ
ら
れ
得
る
に
過
ぎ
な
、

產
主
義
の
第
一
階
梯
ゆ
未
だ
1

?
平
等
を
實
現
す
な 

い
。
：例
へ
ば
此
の
場
合
總
て
：の

人

は

勞

働

考

/」

し

て

の

:'|

事
能
：は
す
し
て
、
富
裕
の
相
違
、
及
不
公
芷
な
る
相
違 

み
認
め
ら
れ
其
の
他
の
事
は
ニ
切
無
視
3
れ
る
。
更

に

j

が
依
然V」

し
て
存
す
る
の
で
あ
る
"
唯
此
の
階
梯
に
於 

又
、

或

る

勞

働

者

は

結

婚

し

他

の

者

，は

未

婚

で

あ

る

。
：

|

て
は
"
生

產

用

具

卽

ち

工

場

、
機

械

"

土
地
等
を
私
有 

或
者
は
他
の
者
よ
り
も
多
ィ
0
子
供
を
持
つ
て
居
る
。

財
產
ミ
し
で
所
有
し
能
は
ざ
る
が
故
に
、

一
人
が
他
の 

其
他
色
々
の
事
情
が
存
在
す
る
。
：故
に
平
等
な
る
勞
働
者
?:
•
搾
取
す
る
艺
云
ふ
事
が
不
可
能
に
な
る
。M

a
r
x

 

.給
付
ど
云
：ふ
も
"
又
其
れ
に
準
じ
ヤ
消
#
物
の
社
會
的
一
は
.徹
頭
徹
尾
此
の
主
旨
に
準
據
し
て
、
平
等
？
诳
«
に
.
 

股
藏
か
ら
の
；伞
等
の
分
前
^
云
ふ
も
、
實
際
上
に
於
て

\

關
す
るLassalle

の|
|

晦
的
言
說
を
峻
拒
し
、
先
づ
私 

は
、
：或
者
は
他
の
渚
よ
办
多
く
受
取
b
、
一
 
或
者
は
他
の|
人
が
生
‘產
用
具
を
所
有
す
る
の
不
犯
を
排
除
す
る
の
餘 

者
よ
り
も
富
祐
で
あ
る
ど
い
'ふ
様
な
事
.が
‘生
じ
る
y

a|
儀
な
き
に
至
れ
る
典
產
主
義
社
會
發
達
の
徭
路
を
茲
に 

て
此
等
の
不
都
合
を
避
け
ん
が
傲
め
に
"

*
利
は
平
等」

指
ー
不
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
の
欲
望
に
應
せ 

で
あ
つ
：て
は
な
ら
な
い
。
典
は
不
平
等
で
な
け
れ
ば
な
：
ず
、
給
付
さ
れ
た
る
勞
働
量
に
應
じ
て
消
費
財
を
分
配 

ら
な
い
L°(ebenda. 

S
,

 

1
4
5
) 

す
る
の1

事
に
橫
は
る
所
の
'
よ
り
大
な
る
不
疋
は
共 

各

人

が

社

會

的

生

產

に

提

供

し

た

る

勞

働

量

に

比

例

產

主

義

社

會

：を
以
.つ
て
し
て
庹
ち
レ
之
れ
を
狻
止
し
能

:
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

換
言
せ
ば
生
產
手
段
が
全
社
會 

'會
主
赣
は

其
等
を
北
ハ有
に
#
'
へ
る
。
唯
V
其
の
範

» 

の
兆
有
に
移
つ
た
を
い
ふ
事
だ
け
で
は
生
產
物
が
其
の 

給
付
さ
れ
た
る
勞
働
1:
に

應

じ

て

分

配

：さ
：る

、
限
り
に 

於
て
亦
在
す
る
所
の
分
配
上
の
缺
陷
ど
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
⑽

權

利

の

不

’平

等

は

未

だ

徘

除

せ

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

,
;:
;「

併

し

此
0
不
都
合
は
、
：
典

產

主

義
_
會
の
第
：：1
,階
梯：

卯
ち
資
本
主
義
社
會
か
ら
長
さ
分
縱
の
苦
痛
の
後
に
生
，

.れ
出
た
る
此
の
階
梯
に
於
て
は
不
可
避
で
あ
る
。
權
?-
0 

,

な
る
も
の
は
其
の
社
會
の
經
濟
狀
態
及
び
其
れ
に
依
つ 

て
倏
件
づ
け
ら
れ
た
る
社
會
の
文
化
發
達
ょ
&
ょ
り
高 

.く
登
る
寧
は
出
來
な
い
。」

：ぶ
レ(

e
b
s
d
a
.

 

S. 

145
)

故
にL

e
n
i
n

は
之
を
說
明
し
て
謂
へ
ら

く

「

共
產
主
義 

社
#
の
第一

階
®
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
權
利
が
完
全
に 

廢
せ
ら
れ
て
終
ふ
の
で
は
な
ぐ
て
、
旣
に
逮
せ
ら
れ
た 

る
經
濟
的
戀
革
に
應
じ
て
、
如
^
生
產
手
段
に
關
し
て 

の
み
、
：ji
Jh
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
W
權 

利
は
生
產
手
段
を
各
人
の
私
^yj

し
て
認
容
す
る
。
11
:

於
て
の
み
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
權
利
は
廢
さ
る

、c

然
る
に 

.社
會
各
員
の
間
に
勞
働
を
分
割
し
、
且
つ
生
產
物
を
分 

配
す
る
所
の
統
制
者
ど
し
て
、
猶
、
此
の
權
利
は
殘
留 

.す
る
。

「

勢
働
せ
ざ
る
者
は
食
す
る
能
は
中」
此
の
社 

:

,
#主
義
的
原
則
は
旣
に
實
瑰
せ
ら
れ
る
。

r

同
f
iの
勞 

働
鉛
付
に
對
し
て
社
會
的
生
產
物
の
同
®
ざ

此
の
社 

會
主
義
的
原
則
も
亦
旣
に
實
現
せ
ら
れ
る
。

仑
れ
に
も 

拘
ら
ず
こ
は
未
だ
共
產
主
義
で
は
な
い
。
此
は
、
.實
際 

上
不
同
等
に
勞
働
給
付
に
對
し
、
同
等
で
な
い
各
人
に 

同
量
，の
消

費

財
^
分
つ
所
の
ブ

ル
ジ

ョ

ァ
的
權
利
を
廢 

北
し
な
い
。M

a
r
x

は
言
つ
て
居
る
、
此
れ
は|

の
谀 

陷
で
あ
る
力
.
A
し
典
r'
*
義
の
.第

一
階
梯
に
於
て
ば
.
^
 

可
避
で
あ
る
ミ
。
何
ど
な
れ
ば
若
し
も
我
々
が
ユ
ー

ト 

;

ビ
ァ
に
住
ん
で
居
る
の
で
な
け
れ
ばv

人
々
が
資
本
主 

義
の
崩
壤v

共
に
直
ち
に
何
等
法
#
的
統
制
な
く
し
て 

社
#
の
爲
め
に
勞
働
す
可
き
の
理
を
悟
る
だ
ら
う
S
よ

第
十
；八
怨
パ
七
？

)

典
鹿
生
親
の
經
濟
的
甚
織
！

i

就V
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五
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_
::
:
:m

:

典
遨
主
義
の
經
濟
龍
嗷
に
魏
て

鄉
茏
鄉
.

! 3
T
-

倩
せA
れ
な
い
？
實
に
資
本
主
義
の
廢
止
は
直
ち
に
斯 

の
如
き
戀
化
に
對
す
.る
經
濟
的
棊
礎
を
準
備
し
て
は
居 

ら
な
い
の
で
あ
る
。」

(
L
e
n
i
n
: 

a* 

p

.

p

S
S
.

 

8
5-
00
6)

:

:

.五
-
.
'
.
.
-
.

:

共
產
主
義
の
第一

階
梯
は
瞻
多
く
の
點
に
於
て
赞
本 

主
義
的
社
會
の
殘
滓
を
留
む
る
卩
生
產
手
段
の
共
有
實 

.現
せ
ら
る
ゝ
.ド
_雖
も
分
配
上
に
於
け
る
資
本
主
義
的
法 

則
I

:
 一
M
の
賃
鈒
制
度
は
依
然
を
‘し
て
存
在
す
る
。
 

典
處
に
：は.經
濟
的
住
活
に
對
す
る
法g

的
統
制
行
は
れ 

從
つ
七
_
家
の
存
在
を
必
耍
ど
す
る
。
此
は
實
に
謂
ふ
.
 

_

所
の
社
會
虫
義
的
社
#
で
ぁ
る
。故
に「

a

#
主
義
^
共 

產
：主
義
の
科

學

的

相

遨

は

朋

瞭

で

ぁ

る

>
:一
般
に
社# 

.主
義
，̂
呼
ば
れ
て
居
る
も
め
が
_

卩
の
以
て
共
齑
社 

會
の
第|

®
拂
费
く
は
ょ
6
低
き
階
梯
ど
名
付
く
る
も 

の
で
；あ
る
。
:

:M
a
r
x
l

の
此
の
：說
明
の
重
大
な
る
盘

彼
が
效
で
も
亦 

一
H
し
て
其
の
嘥
物
論
的 

诛
即
ち
進
化
學
說
を
適
州
し
て
居
る
言
太
祺
で
あ

る
 

O
J (

L
e
n
i
n
:

 

p
 

a

,

p

S
.

 

3

9)

>£
述

べ

| £
に

進

ん

で

「

此
の
第
一
階
梯
に
於
て
典
產
主
義
は
未
だ
經
濟
的
に 

充
.分

成

親

し

て

は®
ら
な
い
。
そ
し
て
資
本
主
截
0
.f« 

統
及
び
痕
'跡
を
全
然
免
る
、
^
が
出
來
な
い
。
故
に
我 

々
は
获
に「

狹
溢
な
る
ブ
グ
ジ
ョ
ァ
的
權
利
m心
想」

を 

保
.留
す
る
所
の
共
產
主
義
^i

階
梯
の
興
味
め
る
現
象 

を
見
る
。
消
费
財
の
分
配
に
關
す
る
ブ

ダ
ジ
ョ
ァ
的
權 

利
は
也
然
的
に
資
本
家
的
國
家
を
豫
想
す
る"

凡
そ
權
：
 

利
な
る
も
の
は
法
律
的
規
範
の
遵
守
を
强
制
す
る
所
の 

.機
關
な
く
し
て
は
何
等
の
意
義
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

從
つ
て
或
一
觉
時
に
於
て
、
取
に
，フ
ル
ジ
ョ
ァ
的
權
利 

の
み
な
ら
す
資
本
家
的
國
家
オ
ら
も
、
資
本
家
階
：級
な 

き
共
產
主
義
の
下
に
殘
存
し
#

る」

。c
e
b
l

 S. 

9
0

) 

V

斷
ず
る
所
以
で
あ
る
0

3
て
、斯
の
如
き
經
濟
組
織
の
下
に
於
て
、總
ゆ
る
人 

民
は
武
裝
的
勞
働
者
に
依
つ
て
形
成
せ
ら
る
、
國
家
の 

被
雇
傭
者
に
變
じ
る
。
總
ゆ
る
人
民
は
、
全
圖
民
の
國

f
t

家
的
企
業
合
同(staatssypdikats)

に
於
け
る
被
®

者
及
勞
働
者
g
な
る
パ
^
處
で
は
眾
に
總
て
の
^
が
平 

等
の
勞
働
.を
給
付
し
>
'勞
_
の
日
，課
を
茈
し
く
遵
守 

\じ
、
,
If
f
し
て
平
等
の
»

m
を
受
敗
る
€
い
ふ
0
の
み
が 

問
題
で
：あ
る"

然
る
にM

a
r
x
0
:;

典
豳
主
義
は
決
し
て 

茲
に
北
咬
る
可
き
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
闩
く「

全
社 

會」

は
担
等
の
勞
働
ど
取
等
の
貨
龈
を
持
つj

の
位
衙
一 

の
工
場
ヒ
な
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
併
し
、
無
產
隙
級
が
资 

本
主
龜
の
倒
壊
及
び
搾
.取
者
0
排
除
に
侬
つ
て
全
社
會 

I:
.
®張
す
る
所
の
此
の
エ
揚
紀
#
は
決
し
て
我
々
の
1! 

想
で
も
な
ぐ
我
々
の
潴
極
目
的
で
も
な
，い
。
其
れ
は
資 

本
生
籤
的
搾
取
.の
卑
俗
ど
低
劣
を
急
激
に
一
掃
せ
ん
が 

爲
め
の
ゝ
而
し
て
ょ
り
巡
か
な
る
前
避
の
爲
め
に
必 

耍
な
る
階
段
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る

。」

.(

e
cr
g
CL
p S

S
.

9

2
VO
3)

斯
の
勿
ぐ
共
產
:4
:
魏
の
第
一
隙
梯
はM

a
r
x

 

r
從

へ 

ば
社
會
的
進
化
の
必
然
的
階
段
な
る
も
、
叱
の
踏
禅
の

下
に
速
か
に
.進
姐
す
る
所
の
f
t會
的
經
濟
的
發
展
の
M 

I
-過
に
#
ひ
、
今
や
一
切
の
障
碍
が
廄
除
せ
ら
れ
、

一
切 

の
強
制
字
段
が

す
る
に
及
ん
で
^

に

自

ら

、
ょ
り 

'
高
p

II
I
ハ
產
主
義8
會
が
實
現
す
る
に
至
る

も.

の
で
ぁ 

™ 

る
？
即
ち BOISChevismus.

の j 

領■
:Buchar

p*0
 
言 

を
以
て
せ
ば
總
ゆ
る
强
制
の
廢
除
せ
ら
れ
た
る
狀
態
の 

一
下
K

於

て

1
國
家
的
分
配
に
依
つ
て
V
は
な
く
し
て
、

;

經
濟
的
合
堂
の
原
則
に
依
つ
て
分
配
さ
る
、
生
產
カ
は 

未
#
有
の
速
度
を
以
て
發
展
す
る
"
嘗
て
は
階
級
闘 

:

へ
爭
、
戰
爭
、
取
國
生
義
、
恐
®
の
芟
除
、競
帮
等
の
爲
め
に 

浪
费
せ
ら
れ
た
るH

ネ
ル
ギ
ー
の
蓄
樹
は
今
や
注
產
的 

j

勞
働
に
轉
I1
-

J

さ
れ
る
。
階
級
の
：解
體
*勞
働
敎
育
.、
新
時 

一
代
の
敎
養
ゝ
全
.生
產
過
程
.の
合
理
化
は
生
產
力
の
増
大 

を
益
促
進
す
る
C

分
配
は
h
給
付
に
*
じ
て」

ど
い
ふ
强 

制
§

償
，分

配

の

錄

質

を

失

ふ

。
無
產
者
獨

裁

及

び

此

，
 

れ
に
纘
い
て
來
る
：時
m
の
社
會
主
籤
は
典
產
生
義
的
社 

俞
制
度
へ
ミ
發
達
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。」

(Bucharin:
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；
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英

厕

穀

物

市

場

の

史

的

考

察

0
5

::

ド

:
':
;

:-
:
ゾ

'
>
:
.
,
:
m
:

::
:
高

-:

五

®
格
のg

ょ
り
見
れ
’ば
、
，市
場
は
或
る
K
物
の
偾
格
、
 

が
容
n勿
迅
速
に
均
等
な
ら
ん
ビ
す
る
强
き
倾
向
を
有
す 

る
或
る
地
域
を
總
稱
す
る
。
從
て
他
の
市
場
地
域
に
對 

し
て一

の
差
別
的
偾
格
を
持
つ
。
：此
ニ
の
差
別
的
®
格
.
：
.

 

に
向
ふ
强
き
傾
向
の
#
せ
る
地
方
的
穀
物
市
場
は
、
穀 

物
取
⑴
が
多
數
ミ
な
り
鈕
織
‘的
ビ
な
り
た
る
時
に
始
め 

て
發
生
し
た
の
で
め
る
>:,此
地
方
的
穀
物
市
場
に
於
け 

る
穀
物
偕
格
に
關
す
る
統
託
，的
資
料
も
此
地
ガ
㈤
市
揚 

地
域
が
既
に
存
在
す
る
に
到
れ
る
、
筋
十
三
世
紀
以
後 

よ
り
現
は
れ
る
"
而
し
て
此
時
■代
よ
.レ
以
後
の
穀
物
價

袼
を
見
る
場
合
に
於
て
，
«

ら
小
麥
の
み
に
よ
る

。
0 

し
一
に
は
、
小
麥
«
格

に

_

す

る

資

料

が

他

の

種

の

ま
 

物
に
；比
し
て
遙
か
に
豐
富
な
る
が
た

.め
ど
、
又
一
に
は 

小
麥
が
日
常
消
®
の
主
要
穀
物
で
め
つ
た
か
ら
で
ぁ 

る
。
第
十

二
世
紀
中
葉
よ
タ

、
第
十

四
世
紀
末
に
到
る 

頃
の
時
代
に
於
て(

即

らPlantagenets

の
時
代
に
a卜、
 

て〕

.
英
國
民
は
籾
惡
、
下
等
の
穀
物
.を
常
食
S
し
た
な 

€ 

I

般
に
信
せ
ら
れ
ん
ヾ
し
し
て
る
。
而
も
實
に
之
に 

反
し
て
、
晃
歡
の
大
部
分
^

1;
り
、
北
は
ダ

ァ
ハ
ム 

(
D
u
r
h
a
n
o

の
州
に
到
る
ま
で
も
農

槳
の
主
要
生
產 

物
，
又
即
ち
人
民
の
主
.要
食
糧
は
小
麥
で
ぁ
つ
た
。
也 

し
、
其

の
北
部
吧
方
に
於
て
之
ミ
共
に
■
麥
も
食
料

ビ 

し
て
悄
费
さ
れ
て
居
た
。
最
も
古
き
時
代
よ
^V

小
麥
は 

英M

民
が
常
食
ど
し
た
る
主
要
穀
物
で
ゐ
つ
た
の
で
ぁ 

る
0是
が
最
良
の
證
&
ビ
し
て
は 
'諸
々
の
所
領
地
に
於 

け
る
諸
種
の
穀
物
に
费
さ
る
る

耕

地

商

積

の

火

小

如

何
 

に
若
く
も
の
.は
な
い
。
最
も
廣
き
而
積
を
有
せ
る
作
物

\、

E
r
t
^
K

か
主
駆
產
物
で
あ
り
、
又

.最
も
廣
き
市
場
^
有
せ
る
こ 

€

は
明
で
あ
る
，
例
令
、
.一

三

三

三

^

—

六

年

の

四

年
 

間

、
オ
ッ
ク
；ス
フ
ォ
ー

ド
の

J
y
^
o
p
n
o
l
l
e
g
e

は
其
所
領
他 

の

十

一

简

所

を

其

自

ら

の

資

本

に

て

耕

作

し

た

。
：：典
所 

領
地
十
一
所
の
中
、
三

简

所

は

に

ノ
一
 

は
！
 

に

、
一
一
は

oslbridgcshire :

に
、JBucks, w

s
w
i
c
k
s
h
i
r
e

 

及

H
a
n
t
s

に
各一

c
o
x
f
o
r
d
s
h
h
e

に
は
ニ
简
所
の
所
領 

地
が
あ
っ
た
。
其
穀
物
耕
作
せ
ら
れ
た
る
も
：の
V
第
一 

年
に
ば
I一
 

二
〇
六

チ

ー

力

ー

。
第

二

年

に

は

一

三

一

五

。 

五

；
丨
ヵ
ー
。
第
三
年
に
は

一四
五

七

チ

ー

力

ー

。

第 

四

年

に

はI

四

四

〇
四
分
ノ
：

1

エ
ー
力ー

。
に
し
て
、
典 

中
小
麥
を
蒔
か
れ
た
る
.は
、

第一

年

に

五

二

七

力
 

丨
、
第

ニ

年

に

四

六

〇

ユ

ー

ヵ

ー

、
第

三

年

に

は

、
五
六 

O

五

エ

ー

ヵ

ー

。

^
四

年

に

は'2
£

ー
〇
四
分
ノ
一

 

エ
I 

力
丨
で
あ
っ
|?
。
即
ち
其

面

檄

の

比

率

ょb
見
れ
ば
各 

年
略
々
一
四
四
％

三
五
％

、
三
九
％

"
三
.五
*五

％
等
で
あ 

る
。
，耕̂

目
»
に
於
て
小
麥
に
，次
ぐ
作
物
は
燕
梦
な
れ

V」

も
*
南
部
英
國
の
住
民
の
食
糧
ご
な
る
^
ど
極
め
て 

値
少
に
し
て
主v

し
て
埸
糧v
し
て
用
び
ら
れ
た
。
大 

麥
も
燕
麥
を
同
じ
く
凡
そ|1

1
1
6

H 

I
力
ー
內
外
に
作
ら 

れ
だ
れV」

も
、
其
用
途
は
其
種
類
に
ょ
り
て
麥
酒
製
造 

用V」

し
て
"
又
一
部
は
豚
、
家
禽
類
の
飼
料
S
し
て
使 

用

さ
れ
た
°

其
他
に
は
«
麥
あ
れ
ざ
も

其
耕
作
而
«
は 

.五
十H 
I

ヵ
ー
內
外
に
し
て
他
の
穀
物
に
比
し
て
極
め 

て
微
々
た
る
も
の
で
あ
つ
/a
。
之
等
に
ょ
つ
て
も
\
食 

:

糧
ど
し
て
の
小
麥
の
生
產
が
農
事
耕
作
の
主
双
®
分
な 

b
し
こ
ご
を
^
る
こ
ビ
が
出
來
.る
。
中
世
英
國
の
住
说 

は
小
麥
製(

或
は
他
の
穀
物
e
混
ぜ
て〕

の
パ
ン
？
、大 

麥
ょ
b
作
れ
る
麥
酒
化
ょ
つ
て
生
活
し
て
居
た
。
即
ち 

小
麥
價
格
の
.高
低
は
主
要
な
る
農
業
的
利
害
を
形
成
し 

^
の
で
あ
る
.
'»*
く
の
如
き
事
«
に
如
ふ
る
に
小
麥
價 

格
に
關
す
る
.資
料
'の
み
が
最
も
豐
富
な
る
こ
ど
は
、
吾 

人
を
し
て
之
の
み
を
以
て
以
下
の
敍
述
の
基
礎w

な
さ 

し
む
る
に
充
分
で
あ
る
べ
^ogers: w

o
l
k
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